
留
学
の
目
的
は
一
年
間
イ
ギ
リ
ス

、
フ
ラ
ソ
ス

、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
で
金
工
術
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
出
発
は
大
正
九
年
三
月
二
十
二
日
。
翌
十

年
九
月
、
イ
タ
リ
ア
も
在
留
国
に
加
え
ら
れ
た
。
彼
は
特
に
大
正
九
年
十
月
二

C
e
ntral 
S
c
h
o
o
l
 
of 
A
r
t
s
 of 
C
r
a
ft

で
金

工
関
係
の
科
目
を
受
講
し
、
そ
の
余
暇
に
英
語
、
仏
語
を
研
修
、
ま
た
、
広
く

美
術
館
、
学
校
、
金
工
商
店
、
工
場
等
々
を
見
学
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

正
木
直
彦
に
送
っ
た
手
紙
は
校
友
会
月
報
の
職
員
動
静
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
（
本
苫
16
頁
に
転
載
）
、
同
誌
第
二
十
巻
第
四
号
に
は
ド
イ
ッ
か
ら
正
木
に

送
っ
た
手
紙
も
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

大
暑
の
候
盆
々
御
清
適
奉
賀
候

私
事
其
後
無
異
去
る
〔
大
正
十
年
〕
四

月
英
図
内
地
の
旅
行
を
な
し
五
月
初

皇
太
子
殿
下
の
御
来
歌
を
御
迎
ヘ

〔季
〕

致
し
中
旬

L
o
n
d
o
n

出
痰

P
a
ri
s

に
赴
き
春
李

S
a
lon

等
を
見
て

〔
マ
マ
〕

B
r
u
x
elle
s
至
り
再
び

A

m
s
te
ld
a
m
等
に
赴
ぎ
各
敷
日
間
滞
在
末
日
営

〔候
〕

地
に
来
着
仕
り
侯
こ
れ
よ
り
営
分
此
地
に
留
り
営
園
内
地
及
北
方

D
e
n,

m
a
r
k
 
S
w
e
d
e
n
 N
o
r
w
a
y
及
南
方

A
u
s
tri
a
及

S
w
iz
e
rl
a
n
d
等

に
向
ひ
秋
冬
は

F
r
a
n
c
e
及

It
a
ly

十
五
日
か
ら
ロ
ソ
ド
ン
の

神
矢
教
親
の
留
学
、
転
任

金
工
科
教
授
神
矢
教
親
（
号
龍
瑕
）
は
大
正
九
年
三
月
十
五
日
に
欧
米
留
学

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
神
谷
は
明
治
十
六
年
七
月
十
七
日
高
知
県
幡
多
郡
奥
内
村
大

字
古
満
目
に
生
ま
れ
、
同
四
十
年
本
校
に
入
学
。
同
四
十
五
年
金
工
科
卒
後
直

ち
に
本
校
屈
（
金
工
科
兼
工
芸
化
学
助
手
）
と
な
り
、
大
正
七
年
四
月
図
案
科

第
一
部
金
工
製
作
法
担
任
兼
務
、
同
八
年
四
月
助
教
授
（
金
工
科
彫
金
実
習
金

工
製
作
法
担
任
）
、
同
九
年
一二
月
二
日
教
授
と
な
っ
た
。

⑧
 

に
在
留
の
豫
定
に
致
し
候
〔
下
略
〕

回
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
に
就
い
て
製
版
術
を
研
究
し
て
い
る
。

神
矢
は
大
正
十
一
年
五
月
二
十
一
日
に
帰
国
し
た
が
本
校
へ
は
戻
ら
ず
、
同

年
六
月
十
五
日
に
東
京
高
等
工
芸
学
校
教
授
へ
転
任
し
、
そ
の
後
は
秋
田
市
上

中
城
町
五
の
私
立
工
芸
学
校
に
勤
務
し
た
（
昭
和
四
十
年
版
『
卒
業
者
名
緒

東

京

美

術

学

校

J
°

東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部
』

伊
東
亮
次
の
留
学

⑨
 

伊
東
亮
次
は
明
治
二
十
年
十
二
月
二
十
二
日
三
河
国
宝
飯
郡
牛
久
保
町
生
ま

れ
。
明
治
四
十
三
年
七
月
東
京
高
等
工
業
学
校
工
業
図
案
科
（
製
版
特
修
）
を

卒
業
し
、
翌
四
十
四
年
十
二
月
同
校
助
教
授
と
な
っ
た
が
、
大
正
三
年
九
月
、

東
京
美
術
学
校
製
版
科
の
助
教
授
に
転
じ
た
。
彼
は
同
八
年
―
―一
月
休
職
し
て
渡

米
し
、
写
真
お
よ
び
製
版
術
を
視
察
し
て
同
年
十
月
帰
国
、
同
年
十
二
月
復
職

し
た
が
、
同
九
年
九
月
に
は
イ
ギ
リ
ス

、
フ
ラ
ン
ス

、
ド
イ
ツ
ヘ
一
年
問
官
費

留
学
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
月
十
五
日
に
出
発
し
た
。

本
学
所
蔵
「
従
明
治
四
十
四
年
至
大
正
十
四
年
、
留
学
生
•

練
習
生
二
関
ス

ル
書
類
、
庶
務
掛
」
所
収
「
申
報
書
」
（
大
正
十
四
年
五
月
十
四
日
文
部
大
臣

宛
、
控
）
に
よ
れ
ば
、
伊
東
は
大
正
十
年
一
月
五
日
ロ
ン
ド
ソ

、
フ
ァ
ー
リ
ン

ド
ン
街
一
〇
九
番
の
ペ
ソ
ロ
ー
ズ
会
社
工
場
に
入
り
、
輪
転
凹
版
印
刷
術
を
研

究
し
、
翌
二
月
一
日
よ
り
ペ
ン
ロ
ー
ズ

・
エ
キ
ス
ペ
リ
メ
ン
ク
ル

・
ラ
ヴ
ォ
ラ

ト
リ
ー
に
入
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ガ
ン
プ
ル
に
就
い
て
製
版
印
刷
術
を
研
究

し
、
さ
ら
に
同
年
四
月
十
一
日
以
降
は
エ
ル

・
シ
イ

・
ス
ク
ー
ル

・
オ
プ

・
フ

ォ
ト
エ
ン
グ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
グ

・
ア
ン
ド

・
ラ
イ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
入
り
、
週
ニ

伊
東
は
同
十
一
年
七
月
二
十
一
日
に
帰
国
し
た
が
、
彼
の
留
学
は
後
述
の
畑

正
吉
と
同
様
、
東
京
高
等
工
芸
学
校
設
立
準
備
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
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フェノロサ記念碑拓本

⑩
 

7
ェ
ノ
ロ
サ
記
念
碑
建
立

大
正
九
年
、
フ
ェ
ノ

ロ
サ
の
命
日
に
あ
た
る
九
月
二
十
一
日
に
「
フ
ェ
ノ
ロ

サ
氏
記
念
会
」
主
催
の
建
碑
お
よ
び
法
要
式
典
が
校
庭
で
行
わ
れ
た
。
碑
は
一

丈
二
尺
の
根
布
川
石
に
長
原
孝
太
郎
の
原
画
に
よ
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
肖
像
と
井

上
哲
次
郎
撰
文

・
大
村
西
崖
揮
竜
の
文
を
広
群
鶴
が
鍋
刻
し
た
も
の
で
、
本
館

正
面
玄
関
前
（
美
術
学
部
本
部
正
面
玄
関
前
の
現
在
地
）
に
建
立
さ
れ
た
。
校

友
会
は
こ
れ
に
因
ん
で
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
九
巻
第
六
号
を

「
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
記
念
号
」
と
し
、
表
紙
に
は
狩
野
芳
崖
筆
「
仁
王
捉
鬼
」
の

写
真
を
、
口
絵
に
は
記
念
碑
拓
本
と
法
明
院
フ
ェ
ノ
ロ
サ
墳
墓
並
び
に
納
骨
筈

の
写
真
を
用
い
、
次
の
記
事
を
収
録
し
て
発
行
し
た
。

一
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
と
我
国
の
文
化
及
本
校
と
の
関
係

東

京

美

術

学

校

長

正

木

直

彦

（
当
日
大
講
堂
に
お
け
る
講
浪
の
筆
記
）

で
、
彼
は
帰
国
の
一
カ
月
後
に
は
同
校
教
授
に
転
任
す
る
。

二
、
我
が
国
美
術
界
の
恩
人
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
を
憶
ふ

同
校
教
授

（
大
正
九
年
九
月
十
八
日
『
読
売
新
聞
』
よ
り
転
載
）

三
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
先
生
石
碑
除
幕
式
並
に
十
三
回
忌
法
要

法
学
博
士

文
学
博
士

H
、
開
会
の
辞
及
報
告

ロ
、
斐
諾
洛
薩
先
生
碑
（
碑
文
全
文
）

回
、
謝
辞

四
、
法
要
（
寛
永
寺
一
山
総
出
に
よ
る
法
会
の
次
第
）

回
、
悼

辞

米

国

代

理

大

使

因
、
余

と

フ

ェ

ノ

ロ

サ

氏

子

爵

金

子

囮
、
フ

ェ

ノ

ロ

サ

氏

を

憶

ふ

男

爵

浜

尾

的

、

閉

会

の

辞

大

村

四
、
陳
列
品
目
録

五
、
記
念
晩
餐
会

六
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
狩
野
と
の
関
係
北
浦
（
大
介
）
生

信
の
談
話
に
基
づ
い
て
執
筆
し
た
も
の
）

七
、
フ
ニ
ノ
ロ
サ
記
念
会
会
務
報
告

八
、
フ
ニ
ノ
ロ
サ
記
念
会
会
計
報
告

九
、
編
者
よ
り

こ
こ
で
は
参
考
の
た
め
上
記
三
お
よ
び

H
、
口
、
四
、
七
を
転
載
す
る
。

フ
エ
ノ
ロ
サ
先
生
石
碑
除
稲
式
並
に
十
三
回
忌
法
要

大
正
九
年
九
月
二
十
一
日
午
後
三
時
よ
り
本
校
美
術
郡
玄
闘
前
斐
諾
洛
薩

先
生
碑
前
に
於
て
、
建
碑
除
幕
式
並
に
十
三
回
忌
法
要
を
畢
行
せ
ら
る
。
こ

正 有 大

木 賀 村

（
狩
野
忠

堅
太
郎新崖

西 直 長 西

彦 雄 崖
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